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Summary

　The　genetic　identity　of　old　Camellia‘Uraku ’trees，　growing　in　various 　locations　in　Japan，　 was

assessed 　by　RAPD 　analysis．

　Four　camellia 　varieties 　and 　two 　scedlings 　of
‘Uraku’ were 　easily　distingUishable　from ‘Uraku，

　by
RAPD 　analysis ，　using 　510f 　12− mer 　arbitrary 　primers．　Gcnetic　monomorphism 　was 　recognizeCl 　among

the　 seven 　lines　of 　old 　
‘Uraku ’trees　and

‘Koshikibu’which 　was 　gTowing　at　Chofu  li　Temple　 in
Kyoto．

　Seemingly
，
　these　old

‘Uraku ’ trees　and ‘Koshikibu’

are　clonal　strains　which 　proliferated　more 　than

400years　ago 　by　vegetative 　propagation．

Key　Words ： Cametlia，　genetic　identity，
　PCR

，
　RAPD ．

緒 　　言

　ッ バ キ （Camettiの属の 園芸品種の な か で ，
‘
太郎冠者

’

は最も古 くか ら知られ て い る 品種 の ひ とつ で あ り，元文

4年 （1739年 ）に 出版さ れ た 「本草花蒔絵」 にす で に そ の

記載が 見 られる．こ の 品種 は別名
‘

有楽 （う ら く）
’

と呼ば

れ，中輪
一

重 で 紫色を帯び た薄桃色 の 花を咲か せ る，‘
有

楽
’
とい う品種名は、織田信長 の 実弟で 茶人 の 織田有楽斎

に因むと言 わ れ （北村，1961），幹周り 1m 前後も し くは

そ れ以上 の 古木が京都府の 由緒あ る寺院や 旧家，奈良，鳥

取 お よ び宮崎県な ど 日本各地 に 点在 し て い る （桐野，

1998）．な か で も，宮崎県西都市 の 市街地 か ら北西約 20

  ，九州 山地に 連な る地蔵岳か ら南南東 ｝こ延 び た 尾根 の

中腹 に 位置す る尾 八 重地区 と そ の 周辺 に は，幹周りが 2

m 以上 もあ る 日本最大級の
‘
有楽

’
の 古木群が 現存して い

る．

　
‘

有楽
’

は 雄ずい が 退化 した 雄性不稔 の ツバ キ で，い わ

ゆるワ ビ ス ケ類 の 代表的な品種 の ひ とろ で ある が，種子

親と して の 稔性を有す るた め，こ れまで，
‘

有楽
’

と形態

的に類似 した実生 が数多く得 られ て い る．しか し，こ れ

ら 日本各地 の
‘
有楽

’
が実生 株か，特定の

‘

有楽
’

か ら の

栄養繁殖株かは不明で ある，

　近年，多 くの 植物 に おい て類縁関係を明 らか に す る た

め， RAPD （Random 　Amplified　Polymorphic　DNA ）分

析が 用い られて い る （Fahimaら， 1999；Gehrigら，1997；
Mailerら，1994；Whitkusら，1998 ；Wachiraら，1994＞

　本研究は 日本各地に現存す る
‘
有楽

’
古木の RAPD 分析

を行い ，遺伝的同
一

性 に つ い て考察 した．

　な お，
‘
有楽

’
は

‘
太郎冠者

’

の 異名同種 と さ れて お り

（Savige，1993），後者の ほ うが命名時期 は早 い の で ，分類

学上の 正 式な品種名は
‘

太郎冠者
’
で あ る と思われ る．し

か し，本研究で用い た系統は，京都府長福寺の
‘
小式部

’

を 除 き，い ず れ も
‘一’有楽

’
と呼ばれ て い る こ と か ら，本

論文で は そ の 呼称に従 っ た，

2000年 7月 10 日　受付．
＋ 現在 ：カ バ ヤ食晶 （株）
＊＊

現在 ：（株 ）山之 内製薬

2000年 9月 13日　受理．

材 料 お よ び 方 法

1．
‘
有 楽

’
と そ の 実生 の RAPD 分 析

　宮崎市内の レ ジ ャ
ー施設 「こ ど もの くに」保存の

‘
有楽

’

とそ の 自然交雑実生 2個体 （No，1，　 No ．2）を供試した．

　各個体 の 葉芽か ら改変 CrAB 法 （Kobayashiら，1998）
に よ り全 DNA を抽出 した．抽出 した DNA を GENE −

CLEAN キ ッ ト（フ ナ コ シ ）に よ り精製後，　 TE バ ッ フ ァ
ー

（10mM 　Tris−HCI　pH　8，0，1mM 　EDTA ）に 溶解 し，約
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20ng ・
μ lmlに な る よ うに 調整 した．濃度調整 した DNA

を鋳型 と して ，予備的な実験 で 容易 に多型が得 られた

CMN −A10 お よ び CMN −A34 の 2種類 の 12塩基 ラ ン ダ

ム プ ラ イ マ
ー

（BEX ）を用 い て RAPD 分析を行 っ た ．

　PCR 反応液は，20　ng の 鋳型 DNA ，2．5 μ 1の 10 ×

PCR バ
ッ フ ァ

ー， 0．5　unit の Tth　DNA 　Polyrnerase

aOYOBO），0．15 μM の プ ラ ィ マ
ー， 200 μM の 各

dNTP を混合 して最終容量を 25 μ韮と した．

　PCR 反応液 に ミネ ラ ル オ イ ル を重層 した後，プロ グ ラ

ム テ ン プ コ ン トロ
ー

ル シ ス テ ム （PC
−700 ，　 ASTEC ）上

で ，94℃ −30秒 の 前処理 の 後，熱変性 （94℃ −30秒）， ア

ニ ーリ ン グ （40℃ −2分 ），伸長反応 （72℃ −3分 ）を 45サ

イ ク ル 繰 り返 し，72℃ − 7分 の 後処理を行 う条件下 で

DNA を増幅 さ せ た．得られ た増幅産物を エ チ ジ ウ ム ブ ロ

マ イ ドを含む 1．5％ ア ガ ロ
ー

ス ゲル で電気泳動し，UV 照

射下 で 観察 した，なお，各個体 ともそ れぞ れの プラ イ マ
ー

に つ い て 2 回以上反復を行 っ た，

2．日本 各 地 の
‘
有 楽

’
古木 の 遺 伝 的同 一性

　 日本各地の
‘
有楽

’

古木 7系統 す な わち，京都府 の 高

台寺月真院（以下，高台寺），東福寺竜眠庵 （以下，東福

寺 ）， 奈良県 の 大宇陀町，鳥取県郡家町の 大樹寺，宮崎県

西都市尾八重地区内の 大椎葉 ， 尾八重 ， 樅木尾の各集落

の
‘

有楽
’

，および，形態的 に
‘

有楽
’

と酷似す る京都府長

福寺 の
‘
小式部

’
，さ らに ，宮崎市の 「こ どもの くに 」と

九州大学保存の
‘
有楽

’

を供試材料 と した （第 1表 〉対照

と して ，ワ ビ ス ケ類の 中か ら
‘
土佐有楽

’
，

‘
数寄屋

’
，

‘

胡蝶侘助
’
，

‘
永楽

’
の 4 品種 と長崎県平戸市産 の 野生 ヤ

ブ ツ バ キ 1系統を供試し た．

　RAPD 分析に は 51種類の 12塩基ラ ン ダ ム プ ラ イ マ
ー

（CMN
−AOO 〜CMN −A50 ；BEX ）を 用 い ，　 DNA の 抽 出，

PCR 反応お よ び電気泳動な どの方法は 1に準じた ．

結　 果

1．‘

有 楽
’

と そ の 実 生 の RAPD 分 析

　「こ どもの くに 」保存の
‘

有楽
’

とそ の 自然交雑実生 で

の ，プ ラ イ マ
ーCMN −A10 と CMN −A34 を用 い て得ら

れた増幅 DNA 断片の 電気泳動像を第 1図に示した ，プ ラ

イマ
ーCMN −A10 を用 い た 場合，実生 No．2 に は 1

，
150

bp の バ ン ドが見られ た が，こ の バ ン ドは
‘

有楽
’

と実生

No ．1に は 見 られ な か っ た．ま た，プ ラ イ マ
ーCMN −A34

を用い た場合 ，

‘

有楽
’
と実生 No ．2 に見られ た 1，150　bp

の バ ン ドが実生 No．1に は見られなか っ た，

2．臼本 各 地 の
‘

有 楽
’

古木 の 遺 伝 的 同
一

性

　第 2図に 日本各地 の
‘
有楽

’
古木 7系統，

‘

小式部
’

， ワ

ビス ケ 4品種およびヤブ ツ バ キの プ ラ イマ
ーCMN −A10

に よ る RAPD パ タ ー
ン を示 し た．1，300　bp の バ ン ドは

‘
土佐有楽

’
と

‘
永楽

’
に の み見られ，他 の 系統 に は 見 られ

な か っ た．同様に，1，150bp の バ ン ドは
‘
胡蝶侘助

’
と ヤ

ブツ バ キに の み 見 られ た．また，900bpの バ ン ドは
‘
数

寄屋
’
と ヤ ブ ツ バ キ を除 くすべ て の 系統 で 見 られ た．こ れ

に 対 し，
‘
有楽

’
古木 7系統および

‘
小式部

’
の RAPD パ

ター
ン はす べ て 同

一
で あ っ た，ま た，「こ どもの くに 」と

九州大学保存の
‘
有楽

’
も
‘
有楽

’
古木 7系統や

‘
小式部

’

と全 く同じバ ン ドパ タ ーン で あ っ た （デー
タ省略 ）．

　第 2表 に 51種類の プラ イ マ ーに よ る RAPD 分析の結果

をまとめた，供試 した全 15系統 で は，30種類 の プラ イ

マ
ー

で 合計 133本の バ ン ドが検出され ，
こ の うち 21種類

の プ ラ イマ
ー

で 増幅された 59本の バ ン ドに多型が見られ

た．一方，
‘
有楽

’9系統 および
‘
小式部

’
間 で は 30種類の

プ ラ イ マ
ー

で 合計 120本 の バ ン ドが 検出 さ れ た が，すべ

Table　1．　 ‘Uraku’and 　other 　Cametlia　acoessions 　and 　their　lecations．

Cultivar　or 　species Source
　 　 Trunk

cir  mference （m ）

‘Uraku’

‘Koshikibu’

‘Tosa　Uraku’

‘Sukiya’

‘Koche　Wabisuke’

‘Eiraku’

C．　japoniCa

Kod 創ijiTemple，　Kyoto 　City，　Kyoto 　Pref．

To 血kujiTemple，　Kyoto 　City，　Kyoto 　Pre£

Ouda　Town ，　Nara　Pre£

Daijyuji　Temple，　Koge　Town ，　To麗01i　Pref．

Oshiba，　Saito　City，Miyazaki　Pre£

Ohae，　Saito　City，Miyazaki　Pref，
Momigio

，　Saito　City，　Miyazaki　Pfe£
Kodomonokuni　Alnusement　Park，　Miyazaki　City，　Miyazaki　Pre£
Kyushu　Uviv，，　Fukuoka 　City，　Fukuoka 　Pref．

Cho負】kuji　Temple，　Kyoto 　City，Kyoto 　Pre五

Kagawa　Univ ．，　Miki 　Town ，　Kagawa 　Pref．

Kyushu　Univ ，

Kyushu 　Univ ，

Kyushu　Univ．

Hirado　CiIy，　Nagasaki　Pref

0．930

．751561

．85L722

．022

．43
＿1

ZNot
　measured ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

368 宮島郁夫
・尾崎行 生 ・猪立山三 鈴 ・池松良平 ・大久保　敬 ・五井正 憲

CMN −A10

咽
嘲 ■ 1

，
150bp

CMN −A34

・… ■■　1，
150bp

　　　　　 No．　l　　No．2　　　　　　　　　　　　　　　 No ．1　　No．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’Uraku’’Uraku’

　　　　　Seedlings　of
’
Uraku

’
　　　　　　　　　　　　 Seθdlings　of ’Uraku’

Fig」 ．　 RAPD 　profiles　using 　arbitrary 　primers，　CMN
−A10　and 　CMN −A34 ，　in　Camellia

‘Uraku’and 　its

　 　 progemes・

＜ 1
，
300bp

＜ 1，150bp

＜ 　900bp
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Fig．2．　 RAPD 　profiles　using 　the　arbitrary 　primers　CMN
−’
　AIO 　in　Camellia‘Uraku’and 　other 　accessions ．

て の 系統が 同 じバ ン ドパ タ ーンを示し，多型 は全 く確認

さ れ な か っ た．

考　 察

　RAPD 分析は 系統間の 遺伝的多型を容易に 検出で きる

こ と が 知 ら れ て お り（Gehrigら，1997 ；Lee ら，1996 ；

Yamagishiら，1998），チ ャ な どの親子識別（田中・山口，

1995）や ウ メ （Shimadaら，1994），カ カ オ （de　la　Cluzら，

1995）な どの 栄養繁殖性作物 に お け る 品種識別 に 利用され

て い る．また，本分析法 は わ ず か な DNA の 塩基配列 の 差

を検 出で きる た め，ニ ン ニ ク （Al−Zahimら，
1999）や ク

ロ マ ッ （Goto ら，1998）な どの 不定胚培養系に おける変異

個体 の 検出に も利用 さ れて お り，サ ツ キ で は 16種類の 10

塩基ラ ン ダ ム プ ラ イ マ
ーを 用 い た RAPD 分析で ，枝変わ

り品種 と そ の 親系統 との 違 い を検出で きる こ と も明 らか

に な っ て い る （小林，1996）．

　
一

般に，ツバ キ属植物は他家受粉を行う こ と が知られ

て い る が，な か で も本研究に 用 い た
‘

有楽
，

は や くが退化

した雄性不稔の 系統で ある た め 自家受粉が不可能で あ る，

従 っ て，
‘

有楽
’
の 実生は花粉親とな っ た ツ バ キ の遺伝子

を もつ こ と に な り，種子親で あ る
‘

有楽
’

とは異な っ た遺

伝子組成と な る．本研究の 結果，RAPD 分析 に よ り
‘
有

楽
’

とそ の 自然交雑実生とが容易 に 区別 で きるこ とが 明 ら

か とな っ た こ とか ら，ツ バ キ類で は 種子繁殖を行え ば容

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table 2. Number  of  RAPD  markers  using  51 arbitrary  primers in Camellia 
`Uraku'

 and  other accessiens,

369

Among  15 accessionsi Among  
`Uraku'

 and`Keshikibu'acoessiensZ

PrimerMonomerphicPolyrnorphic
Teta1 MonomorphicPolymorphic Total

CMN-  AOO

CMN  AOI

CMN-A02

CMN-A03

CMN-A04

CMN-A05

CMN-A06

CMN-  A07

CMN-A08

CMN-A09

CMN-AIO

CMN-All

CMN-A12

CMN-A13

CMN-A14
CMN-A15

CMN-A16

CMN-A17

CMN-A18

CMN-A19

CMN-A20

CMN-  A21

CMN-  A22

CMN-A23

CMN-A24

CMN-A25
CMN-A26

CMN-A27

CMN-  A28

CMN-A29

CMN-A30

CMN-A31

CMN-  A32

CMN-A33

CMN-A34

CMN-A35

CMN-A36

CMN-A37

CMN-A38

CMN-A39

CMN-A40

CMN-A41

CMN-A42
CMN-A43

CMN-A44

CMN-A45

CMN-A46

CMN-A47

CMN-A48

CMN-A49

CMN-A50

5623o154oo6o2ooooooo22341eoo2o22211oo1o22ooo37oo2o144253ooooo3o3ooooooo1o2o621ooo1oo46oooo13eoo33oo1o1 910

 4

 8

 3

 1

 5

 4

 o

 o

 9o5

 ooooooe3254721o2o32257oo1o35ooo610oo3o2

 9

 8

 4

 8

 3

 1

 5

 4

 oo6

 o

 5ooooooo323462

 1o2o32245oo1o34ooo510oo3o2

ooooooooooooooooooooooooo･oooooooooooooooooooooooooe 9

 8

 4

 8

 3

 1

 5

 4

 o

 o

 6o5

 o

 o

 o

 oooo323462

 1o2o32245oo1o34oeo510oo3o2

Total 74 59 133 120 o 120

iSee
 Table 1,
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易に遺伝的多型が検出で きる もの と考え られ る （第 1図）．

しか し，本実験 で は 51種類もの ラ ン ダム プラ イ マ
ー

を用

い た に も関 わ らず，日本各地 の
‘

有楽
’

の 古木 7系統間 で

は多型 が全 く確認され な か っ た，この こ とから，こ れ ら

は 実生 に よ り繁殖され た 個体群 で は な く，特定の
‘
有楽

’

か ら栄養繁殖され九ク ロ
ー

ン で あ る こ とが 強く示唆さ れ

た，ま た，
‘

小式部
’

は 光格天皇 （在位期間 1779年 〜1817

年 ）か ら長福寺 へ 下賜 さ れ た勅銘の ツ バ キとされ る が

（渡辺 ，1969），RAPD 分析 の 結果，
‘

小式部
’
の バ ン ドパ

タ
ー

ン は供試 した各地 の
‘

有楽
’
古木の それと全 く同 じで

あ っ た こ とか ら，本品種 は
‘

有楽
’

と同
一

品種 とみ な すべ

き で あ る こ とが 強 く示唆 され た．

　と こ ろ で ， 江戸時代前期 の 屏風絵 「梅椿図屏風」 （伝尾

形光琳筆，仁和寺蔵 ）に は台木と穂木と の接合部が タケ ノ

コ の 皮 で 覆 わ れ た ツ バ キ の 切り接ぎ の 様子が 描かれ て い

る．ま た，慶安 5年（1652 年）に著され た 随筆 「飛鳥川」

に は，当時，ツバ キ の 切り接ぎがす で に
一

般的 で あ っ た

こ とを示す記述がある（岸川 ・渡邉，1999）．この こ とか

ら ， 江戸時代 の 初期 に は ツ バ キ の 接ぎ木に よ る繁殖は広

く行われ て い た もの と思 わ れ る．一方，九州各地 に み ら

れ る樹齢約 500年以上 の ス ギ （Cり，ptomeria　japonica）の

大部分 は，特定の 母株か ら採取 した 比較的太 い 枝 の 直挿

し に よ っ て 成立 し た もの と考え ら れ て お り （宮島 ，

1989），ツ バ キ で も直径約 3cm もしくは そ れ以上 の 太さ

の 枝 を挿 し穂 と して直挿 しす る とよ く活着す る こ と が知

られ て い る （農林省山林局，1931）．こ の よ うな こ と か

ら，ツ バ キで は古 くか ら挿 し木に よ る増殖も一般的な方

法 で あ っ た と考え られ る．

　従 っ て ，ツ バ キ で は今か ら約 400年前 に は す で に 挿 し

木や接ぎ木な ど に よ る栄養繁殖が広 く行 われて い た と考

え られる．

　
‘

有楽
’
は 日本 だ けで な く，中国に も 「美人茶」，「楊妃」，

「冬紅」とい う名 で 複数本現存す るが，最大の もの で も推

定樹齢は約 160年 （地際の幹周り約 80cm）とい われる（桐

野，1998）．こ れ らも含めて ，最大 の もの は 宮崎県西都市

の 蹤 木尾有楽
’
で あ り ，

そ の 幹周 りは 約 240   で あ る．

ツバ キ の 樹齢は幹周 りの 2倍年 で 計る と言わ れ て い るの

で （土師，1994），こ れ に 従 え ば
‘
樅木尾有楽

’

の樹齢は約

480年と な る．ま た，Caddell（1989）が 示 した ヤ ブ ツバ キ

の 直径 と樹齢と の 関係 に 関す る調査結果か ら推定す る と，

そ の樹齢は約 410年とな り，
‘

樅木尾有楽
’

は少な くと も

今か ら 400 年ほ ど前 に は す で に 現在の 場所に 存在して い

た と推定 され る，

　 と こ ろ で ，今 か ら約 400年前の慶長元年 （1596年 ），
‘

樅木尾有楽
’
や

‘
尾八重有楽

’
が あ る尾八重集落の 地頭で

あ っ た米良（め ら ）重秀は，延岡城主高橋元種 との 領地争

い の調停を願い出る ため ， 当時 の 米良家当主 で あ る米良

重隆 に 伴 っ て 上洛 し，豊臣秀吉，秀頼に拝謁 した と さ れ

て い る （中武，1929）．当時，京都を中心 として 公家や武

家 の あい だ で は茶の湯が盛 ん で あ っ たの で ，米良重秀 が

尾八重集落に あ っ た薄桃色 の 花 をつ ける こ の ツ バ キ を茶

席に ふ さ わ しい 珍花と して 豊臣秀吉や そ の 側近に 献上 し，

そ れが 関西一円に広が っ た可能性がある．一
方， こ の 領

地争 い で は米良家の 申し出が通 り，高橋家が侵出して い

た中之又集落 （尾八重集落の 北隣り）は米良領と裁断され

た とい う．今回の 研究 で は用 い な か っ た が，中之又集落

に は幹周 り216cm もの
‘

有楽
’

が 現存す る こ とか ら，逆

に，秀吉の 領地裁定の 証拠 として 京都の
‘
有楽

’
が米良家

へ 下賜 され，そ れが尾八重周辺 に 広 が っ た の か も しれ な

い．しか し ， 現在，京都府 に 中之又集落や尾八重集落の

‘

有楽
’

よ りも古 い と思われる
‘
有楽

’
は な い．

　
‘

有楽
’

は足利義満の 時代 に 中国 （明 ）か ら もた ら さ れた

の で は ない か との 説 もあ るが （桐野，1996），
こ れが事実

とすれば，明 か ら渡来した
‘

有楽
’

の 原木はす で に 枯れて

しま い ，そ の ク ロ
ー

ン だ けが各地 に 残 っ た と も考え られ

る．

　本研究で は原木とな っ た
‘
有楽

’
を特定す る こ とは で き

な か っ た が，調査 した 日本各地 の
‘

有楽
’

古木 7系統 と
‘

小式部
’
の い ず れ も，ひ とっ の 母 株か らの 栄養系個体で あ

り，茶花と して観賞性の高い
‘

有楽
’

が，今か ら400年以

上 も前か ら各地に広が っ たと推察される，

摘　　要

　RAPD 分析に よ り日本各地 の
‘

有楽
’
古木の遺伝的同一

性に つ い て 調査 した．51種類の 12塩基 ラ ン ダム プ ラ ィ

マ ーを用 い た RAPD 分析の 結果，
‘

有楽
’

とそ の 実生お よ

び他 の ツ バ キ類と は容易に区別で きた．しかし，京都，奈

良，鳥取お よ び宮崎に現存す る
‘

有楽
’
古木 7系統お よ び

京都府長福寺の
‘

小式部
’
間で の 遺伝的多型 は ま っ た く確

認 されなか っ た．こ の こ とか ら，こ れ らの
‘

有楽
，

お よ び

‘

小式部
’

は，特定の
‘
有楽

’
か ら栄養繁殖され た個体で あ

り，今 か ら 400年以 上 前か ら各地 に広 が っ た こ とが強 く

示唆 さ れ た．
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